
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発 行  大 寄 公 民 館 

住 所  深谷市起会 84-1 

電 話  571-0341 

F A X  574-5865 

令和５年９月１日 発行 

 秋の夜長、美しい歌声とギターや二胡が奏でる弦

の優しい音色に癒されませんか？ 

今年は、昨年大好評だった二胡演奏者 黒澤さんと

音響でお世話になった地球防衛軍の皆さんをお招き

して開催いたします。懐かしの歌と演奏、芸術の秋を

お楽しみください。 

と き：１０月３日（火）午後６時～午後７時 ※雨天決行 

ところ：清風亭（大寄公民館内） 

演奏者：地球防衛軍（ちきゅうぼうえいぐん） 

黒澤志津香さん（くろさわ しずか）  

募集人数：４０人（先着順）  

対 象：大寄地区在住のかた（小学生以上） ※無料 

申し込み：９月７日（木）～９月２２日（金）午前９時～午後５時（土日祝除く） 

電話でお申し込みください。 

     大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

と き：１０月１２日（木） 

午前７時１５分集合／午後４時４０分帰着予定 

※雨天決行（行き先を雲洞庵、清津峡へ変更） 

行き先：アルプの里（新潟県湯沢町） 

募集人数：３０人（先着順） ※申し込み者１人につき４人まで 

対 象：大寄地区在住のかた 

参 加 費：１人３，０００円（バス・ロープウェイ代含む） 

持 ち 物：お弁当、飲み物、健康保険証、雨具 

         今年の「バスハイキング」は、１０００種類もの高原植物と天然記

念物が生息する楽園「湯沢高原 アルプの里」です。全長１３００メートルの

世界最大級のロープウェイに乗り、眼下に広がる大パノラマをお楽しみくださ

い。豊かな自然のなか、高原の風を感じ、秋を満喫しましょう❣ 

申 し込 み：９月１２日（火）～９月２０日（水） 午前９時～午後５時（土日祝除く） 

大寄公民館窓口で申込書に記入のうえ、参加費を添えてお申し込みください。 

問い合わせ：大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 
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大寄地区内にある名所をめぐる、７．５ｋｍを歩きます。鎌倉街道や備前渠

鉄橋を歩いて、歴史を感じてみませんか。 

ウオーキングの後には抽選会を行います。乞うご期待！！ 

１０月２日（予定）から、パスポート  

発給手数料のうち、埼玉県収入証紙（2,000

円）が、キャッシュレスでの支払いが可能に

なります。 

なお、令和６年１月からは、埼玉県収入証

紙が廃止され、キャッシュレス決済が原則

となります。 

 収入印紙（国の手数料）は、引き続き現金

で購入する必要がありますので、ご注意く

ださい。 
 
問い合わせ：深谷市パスポートセンター 

☎５７２－５７７０ 

日 時  １０月１４日（土）   （小雨決行） 

午前８時 受付開始／午後０時３０分 解散予定 

集合・解散  大寄公民館 中庭  ※駐車場は北部運動公園をご利用ください。 

コ ー ス  大寄公民館 → 高塚橋 → 唐沢川六号橋 → 遊歩道・鎌倉街道 

高塚橋 ← 浄化センター（トイレ休憩）← 備前渠鉄橋 

対象・定員  小学生以上で市内在住のかた 先着１００名   参加費／無料            

持 ち 物  タオル、飲み物、（天候が心配な場合は雨具） 

申 し 込 み  ９月１１日（月）から受付（定員になり次第終了）、午前９時～午後５時（土日祝除く） 

 以下のいずれかの電話でお申し込みください。 

       生涯学習スポーツ振興課 ☎５７２－９５８１ 

       大寄公民館       ☎５７１－０３４１ 

問い合わせ  生涯学習スポーツ振興課 ☎５７２－９５８１ 

◎天候が危ぶまれる場合は、当日午前７時以降に、以下のいずれかの電話でご確認ください。 

  ①０８０－２３０４－５４９２   ②０８０－２３０４－５４９３  ※電話番号は当日のみ有効 

『～秋のつぶやき～オータム川柳』作品募集 
「命」をテーマにつぶやきませんか？ 

応募資格 小中学生部門、一般部門 

     市内在住・在勤・在学者 

応募方法 応募用紙・郵便はがき・電子メールで応募 

    ※応募用紙は、文化会館ホームページからダウン

ロードまたは文化会館窓口で配布します。 

応募先  深谷市民文化会館  

FAX：５７３－８７６９ 

ﾒｰﾙ：bunka-info@city-fukayakousha.com 

応募期日 １０月８日（日）到着分まで有効 

※入選作品は、11 月４日、５日に深谷城址公園 掃部寮

で行われる入選作品展示会表彰式にて展示いたします。 
 

問い合わせ 深谷市民文化会館 ☎５７３－８７６５ 

（申し込み方法等は、１１月にお知らせします） 

開催日  第１部 １２月１５日（金）～１７日（日）、第２部 １２月２２日（金）～２４日（日） 

     茶道は、１２月１７日（日）のみ 

第７４回深谷市美術展を開催します 

パスポート発給手数料の一部が 
キャッシュレス決済可能になります 

mailto:bunka-info@city-fukayakousha.com


 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 【使用済小型家電の収集日】  

１３日（第２水曜日） 
【有害ごみの収集日】 

１５日（第３金曜日） 

《大寄地区の人口》 令和５年 ８月 １日現在 （ ）は前月比 
 

男性  1,５０１人（ - １） 合計  3,０３４人（ - ２） 

女性  1,５３３人（ - １） 世帯  1,２６８ （ + ３） 

） 

５日（火）体育祭打合せ会議（最終） 午後７時～ 大会議室 

６日（水）利用調整会議 午後１時～、午後２時～ 大会議室 

７日（木）体育祭万作踊り練習 午後６時４５集合～ 体育室 

１５日（金）体育祭準備 午後１時３０分～ 大寄小学校 校庭 

１６日（土）大寄地区体育祭 午前８時集合 大寄小学校 校庭 

２８日（木）第７回自治会長会議 午後６時～ 大会議室 

      芸能祭打合せ会議① 午後７時～ 大会議室 

大寄地区 

 

  大寄小学校の校長先生はじめ、先生方にもご

参加いただき、ちいきの先生と    

一緒にご指導いただ

きました。絵本の読

み聞かせやクイズも

行われ、大変有意義

な夏宿～ルとなりま

した。 

上敷免彼岸花保存会では、年４～５回

ほど群生地の草刈りと保全に取り組ん

でいます。 

今年も開花の時期を向かえるころにな

りました。９月１０日頃から見ごろにな

りますので、カントリーエレベーター東

側の群生地にお立寄りください。 

 市内小学校で実施している「がんば

ル～ム」の学習支援や相談を行う「ち

いきの先生」が不足しております。 

対 象 １８歳以上７５歳まで 

支援教科 国語、算数 

詳しくは、生涯学習スポーツ振興課 

☎５７２－９５８１へ問い合わせ 

ください。 

「ちいきの先生」追加募集 

 

サイバーダインスタジオでは、センサーを

腕につけてロボットが動く 

仕組みを体験し、 

JAXA 筑波宇宙セン 

ターでは、実際使用 

していた宇宙服、宇 

宙船内の展示などを 

見学し、最新技術を 

楽しく体験できまし 

た。 
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出
来
な
く
な
っ
た
為
で
、
放
水

路
記
念
碑
は
、
皿
沼
の
諏
訪
神

社
に
移
設
さ
れ
た
。 

現
在
、
銅
版
は
渋
沢
栄
一
記

念
館
の
中
に
、
大
切
に
保
管
し

て
あ
り
、
小
さ
な
石
碑
は
、
諏

訪
神
社
よ
り
三
号
橋
東
の
現

在
地
に
再
移
設
さ
れ
た
。
放
水

路
記
念
碑
の
近
く
に
立
て
て

あ
り
ま
す
。 
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大
寄
村
の
歴
史
（唐
沢
堀
）-

① 

 

「
放
水
路
開
渠
由 

来
」
に
つ
い
て
。 

（
銅
版
と
石
碑
） 

昭
和
九
年
、
上
敷 

免
皿
沼
の
唐
沢
堀
三 

号
橋
東
南
側
に
、
唐 

沢
放
水
路
記
念
碑
が 

建
て
ら
れ
た
。
こ
の 

時
、
反
対
運
動
が 

激
し
か
っ
た
為
に
、
放
水
路
開

渠
由
来
の
文
面
を
石
碑
に
刻
す 

る
こ
と
が
許
可
さ
れ
ず
、
や
む

な
く
銅
版
と
小
さ
な
石
碑
に
刻

さ
れ
、
記
念
碑
の
下
に
埋
め
ら

れ
る
。 

 

平
成
四
年
四
月
八
日
午
前
十

時
四
十
五
分
頃
、
先
祖
の
伝
承

の
と
お
り
、
唐
沢
放
水
路
記
念

碑
下
よ
り
、
放
水
路
由
来
の
銅

版
と
石
碑
が
発
見
さ
れ
た
。
ま

さ
に
伝
承
は
生
き
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
銅
版
と
石
碑
発
見
の

事
が
発
生
し
た
の
は
、
唐
沢
堀

の
改
修
工
事
に
伴
い
、
三
号
橋

東
南
側
の
場
所
に
置
く
こ
と
が 

明
治
十
年
十
月
二
十
六
日

下
手
計
村
生
れ
。 

昭
和
十
四
年
六
月
十
二
日

没
。 慶

応
義
塾
（
慶
応
大
学
）
卒

業
後
、
一
年
志
願
兵
と
し
て

入
隊
、
日
露
戦
争
に
従
争
し

陸
軍
中
尉
と
な
っ
た
。
明
治

四
十
三
年
八
基
村
村
会
議
員

と
な
り
五
期
務
め
た
。
大
正

七
年
八
基
村
名
誉
助
役
と
な

り
、
昭
和
七
年
か
ら
民
政
党

に
属
し
、
一
期
県
会
議
員
を

務
め
た
。 

 

大
正
末
期
か
ら
県
下
の
大

問
題
と
な
っ
た
唐
沢
堀
堀
削

に
つ
い
て
は
、
終
始
反
対
の

立
場
に
た
っ
て
運
動
を
指
導

し
た
。
昭
和
十
二
年
八
基
村

長
に
就
任
し
た
が
任
期
半
ば

に
没
し
た
。 

 
 

そ
う
じ 


